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研究成果の概要（和文）：

本研究はカンボジアとその周辺のプレアンコール期（5～9世紀頃）の都城域を対象とし、自

然科学・地形学分野から王都の立地条件を明らかにすることを目的としてすすめた。対象地域の

空中写真やリモートセンシングデータを利用しつつ、フィールドワークによる地表調査と土地利

用調査、堆積物のサンプリングと分析・年代測定、トレンチ調査などの考古学的手法による調査

をおこなった。

その結果、カンボジア中部のサンボープレイクック遺跡では、トンレサップ水系セン川流域氾

濫原の微地形と堆積物の分析により王都の立地条件を議論した。また、サンボープレイクック遺

跡およびラオスのワットプー周辺の都城遺跡において考古学的トレンチ調査を実施し、遺物編年

とともにC14年代測定をおこない、遺跡の層序と年代を明らかにすることができた。

本研究の成果は、2011年のINQUA大会など国内外の学会で発表し、Nagumo et al. (2010)や

Nagumo et al. (2011)などの国際誌等に公表した。

研究成果の概要（英文）：
This study aims to clarify the location of the Pre-Angkorean (5-9th century) capital cities

from the field of natural science and geomorphology in and around Cambodia. Using aerial
photography and remote sensing data of the target area, we carried out field survey by the
method of geomorphology and land use, sampling, analysis and dating of sediment, and
archaeological trench investigation.

As a result, we discussed the location of the Sambor Prei Kuk archaeological site in
Central Cambodia, by analysis of microtopography and sediments of the floodplain of Sen
river in Tonle Sap River basin. In addition, we conducted research in archaeological
trenches in Sambor Prei Kuk and Wat Phou in Laos, to clarify the stratigraphy and age
with C-14 dating.

The result of this research was presented at the 2011 INQUA Congress etc, and
published in international journals such as Nagumo et al. (2010) and Nagumo et al. (2011).
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１．研究開始当初の背景

1990 年代以降、カンボジアとその周辺で

は内戦からの復興とともにクメール遺跡の研

究も再開され、また各国がODA として遺跡

の保存修復をすすめてきた。これらの考古学

や建築史学の研究においては遺構や遺物が対

象であり、王都を支えた土地そのものに注目

し、自然科学・地形学分野から王都の立地条

件を明らかにしようとする研究はおこなわれ

ていなかった。

２．研究の目的

本研究はカンボジアとその周辺のプレアン

コール期の都城域を対象とし、自然科学・地

形学分野から王都の立地条件を明らかにする

ことを目的とする。

３．研究の方法

対象地域の空中写真やリモートセンシング

データを利用しつつ、フィールドワークによ

る地表調査と土地利用調査、堆積物のサンプ

リングと分析・年代測定などをすすめる。ま

た、トレンチ調査などの考古学的手法による

調査をおこなう。これらをあわせて古代クメ

ール帝国の生産基盤や資源利用を含めた環境

復元をめざす。

４．研究成果

2009年度は久保純子（研究代表者；早稲田

大学）のほか、連携研究者として東京大学大

学院の須貝俊彦教授と、早稲田大学文学学術

院の山形眞理子准教授のほか、東京大学大学

院生の南雲直子、早稲田大学大学院生の嶋本

紗枝が代表者・連携研究者とともに調査をお

こなった。また、カンボジア現地研究協力者

として、工業資源エネルギー省地質調査所シ

エン ソタム所長と、王立アカデミーのチム

ソッカンダラ研究員が参加した。

2009年8～9月に久保、嶋本、南雲が現地調

査をおこない、地形地質データおよび考古学

データの収集とインベントリを作成した。

また、2010年3月には久保、須貝、南雲が

地質調査所のソタムの協力で、ブナリン所員、

ソッカンダラとともにカンボジア、セン川流

域のサンボープレイクック遺跡周辺でボーリ

ングを実施し、試料採取をおこなった。

山形は2009年度ベトナムのチャンパ遺跡

等の研究をすすめ、2010年3月に山形・久保

がベトナムの現地調査をおこなった。

2010年度は、前年度（2010年3月）に実施

したボーリング調査の試料分析と年代測定を

おこない（研究分担者東京大学須貝俊彦・研

究協力者南雲直子）、その成果を地球惑星科

学連合大会、日本地形学連合において発表し

た。

また、ラオス、チャンパサックにおけるシ

ェスタプラ都城遺跡のトレンチ調査を2010

年12月に実施し（研究分担者昭和女子大学山

形眞理子・研究協力者大坪聖子）、2011年3

月に発掘された遺物の記載（大坪）、ならび

に遺跡周辺の地形調査（大坪・久保）をおこ

なった。

さらに、2011年3月にはカンボジア、サン

ボープレイクック遺跡の立地するセン川流域

氾濫原において新たに3ヶ所でボーリング調

査をおこない、試料採取ならびに記載をおこ

なった（須貝、南雲、久保）。

2011年度は久保純子（研究代表者）、須貝

俊彦（研究分担者、東京大学）、南雲直子（連



携研究者、東京大学）、山形眞理子（連携研

究者、昭和女子大学）、大坪聖子（研究協力

者、早稲田大学）が参加し、現地調査をおこ

なった。

カンボジア、サンボープレイクック遺跡周

辺では、遺跡東方を流れるセン川氾濫原の微

地形と堆積物の特色を明らかにするため、前

年度3月におこなった機械ボーリングのサン

プル分析（粒度、帯磁率、14C年代など）を

すすめ、さらに2012年3月の現地調査では遺

跡およびその周辺における簡易ボーリングと

トレンチの観察、試料採取をおこなった（久

保、須貝、南雲）。これにより、セン川氾濫

原ではモンスーン気候を反映した水位変化が、

河道周辺と後背湿地の堆積環境に顕著な違い

をもたらしたことが明らかになった。

ラオス、ワットプー遺跡周辺では、プレア

ンコールの都城とされるシェスタプラ周壁部

においてトレンチ調査をおこない、考古学的

調査とサンプル分析（粒度、14C年代測定な

ど）をおこない、プレアンコール期の14C年

代が得られた（山形、大坪、久保、南雲）。

以上の研究成果はINQUA（国際第四紀研究

連合）など国内外の学会で発表し、また国際

誌等に投稿論文として公表した（下記参照）。
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